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サイトメガロウイルス (CMV) はヘルペスウイルス科 βヘルペスウイルス亜科 (以
下、β亜科) に属するゲノム長約 230 kbの 2本鎖 DNAウイルスである。ヒトを宿主














損・修復組換え GPCMV (以下、欠損株・修復株) を作製し、以下の解析に用いた。 
 







マウス CMV は BAX, BAK をそれぞれ抑制する異なる 2 つの遺伝子を有することか
ら、BAKを標的とする別の GPCMV遺伝子の存在が示唆された。 
 
第 3章   GPCMV GP119.1の機能解析 
GP119.1はウイルス粒子中に存在する糖タンパク質であり感染細胞では小胞体や細
胞膜に局在した。さらに、GP119.1はモルモット IgG Fcと特異的に結合したことから、
IgG Fc 受容体 (FcγR) を介した NK 細胞の抗体依存性細胞傷害 (ADCC) を阻害する
作用が推測された。GP119.1欠損株・修復株の感染動態は、培養細胞や急性感染期の
非妊娠動物では差がないため、GP119.1に IgG 結合非依存的な機能はないことが示唆









天性 HCMV 感染症に対するワクチン開発に寄与することが期待される。 
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可能性が高いことを示した。本研究成果は CMV 感染機序解明と CMV ワクチン開発
に寄与すると考えられることから、博士（薬学）の論文として価値あるものと認める。 
